
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

は
じ
め
に

塁

壁
　
子

　
「
近
江
商
人
」
が
典
型
的
近
世
商
人
の
一
類
型
で
あ
り
、
近
代
に
至
り
商
家
の
組

織
化
や
経
営
の
改
革
を
行
い
近
代
的
企
業
へ
と
変
化
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
近
世
、
近
代
の
連
続
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
に
は
、

三
吟
・
小
林
吟
右
衛
門
家
の
諸
研
究
に
加
え
、
各
商
家
が
近
代
期
に
入
り
近
江
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
も
あ
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
研
究
は
経
営
や
制
度
面
か
ら
の
考
察
が
主
流
で
あ
り
、
店
を
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

し
た
奉
公
人
の
事
例
研
究
な
ど
は
ま
だ
少
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
近
江
商
人
・
伊
藤
長
兵

　
（
3
）

三
家
と
同
家
が
開
い
た
商
店
を
対
象
と
し
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
「
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
」
を
用
い
て
、
同
商
店
に
勤
め
た
奉
公
人
の
実
態
を
分
析

し
、
近
代
の
奉
公
人
事
例
研
究
の
ひ
と
つ
と
す
る
。

　
伊
藤
長
兵
衛
家
は
、
近
江
国
犬
上
郡
八
目
村
（
現
、
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町
八
目
）

に
お
い
て
農
業
の
か
た
わ
ら
呉
服
太
物
卸
「
紅
長
」
を
商
う
家
で
あ
り
、
天
保
三
年

（一

ｪ
三
二
）
後
に
六
代
目
長
兵
衛
と
な
る
万
次
郎
が
、
同
十
三
年
に
は
弟
栄
吉

（
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
弟
が
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

国
・
北
九
州
を
主
と
し
た
持
下
り
業
を
始
め
た
後
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
兄

が
六
代
目
長
兵
衛
を
襲
名
、
家
業
を
継
ぐ
も
の
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
弟
忠
兵

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

衛
に
向
こ
う
四
ヵ
年
の
共
同
経
営
・
利
益
折
半
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
期
限
と
な
る

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
郷
里
の
「
面
長
」
を
や
め
本
格
的
に
持
下
り
業
に
専

念
し
た
が
、
明
治
三
年
（
］
八
七
〇
）
に
至
り
兄
弟
は
身
代
・
得
意
場
の
分
離
を
行

う
。
そ
れ
ま
で
弟
の
得
意
場
で
あ
っ
た
九
州
・
下
関
方
面
を
譲
り
受
け
た
兄
は
、
同

五
年
に
福
岡
県
博
多
新
川
端
町
に
呉
服
卸
商
㊦
伊
藤
長
兵
衛
商
店
を
開
設
し
、
大
阪

に
進
出
し
た
忠
兵
衛
も
、
同
年
大
阪
東
区
本
町
に
紅
忠
を
開
店
し
た
。
そ
の
賢
弟
が

京
店
、
西
店
、
糸
店
と
店
の
規
模
を
拡
大
・
多
角
的
な
経
営
を
行
う
の
に
対
し
て
、

長
兵
衛
は
明
治
十
一
年
に
㊦
店
を
博
多
行
町
に
拡
張
移
転
、
同
十
五
年
に
は
京
都
に

仕
入
店
と
し
て
㊦
京
店
を
開
設
し
て
い
る
。
二
十
八
年
に
は
同
店
を
綾
小
路
烏
丸
東

入
る
竹
屋
之
町
に
移
転
後
、
帯
地
専
門
商
全
伊
藤
長
丘
日
歯
商
店
と
し
、
三
十
四
年
、

店
を
室
町
綾
小
路
下
る
白
楽
天
町
に
移
し
た
折
、
博
多
か
ら
京
都
へ
営
業
の
重
点
を

置
き
か
え
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
大
阪
に
忠
丘
ハ
藁
家
の
了
解
を
得
た
上

で
仕
入
店
を
開
き
、
翌
九
年
に
同
店
を
傘
大
阪
支
店
と
改
め
た
。
ま
た
同
年
に
は
、

戦
後
恐
慌
に
よ
り
損
害
を
う
け
て
い
た
伊
藤
忠
商
店
の
復
活
策
と
し
て
、
・
王
力
取
引

銀
行
の
住
友
銀
行
か
ら
伊
藤
長
兵
衛
商
店
と
の
合
併
案
が
提
議
さ
れ
、
両
店
と
も
こ

の
提
案
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
大
正
十
年
、
両
型
が
合
併
し
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

丸
紅
商
店
が
創
立
。
初
代
社
長
に
は
九
代
目
長
兵
衛
が
就
任
し
、
博
多
㊦
店
、
京
都

全
店
は
そ
れ
ぞ
れ
営
業
所
に
変
更
の
後
、
同
年
中
に
売
却
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
認
識
で
は
、
伊
藤
長
兵
衛
家
は
伊
藤
忠
兵
衛
家
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
、
地
商
い
「
紅
長
」
か
ら
持
下
り
業
へ
、
博
多
に
㊦
店
を
、
京
都
に
全

店
を
開
設
し
た
後
、
伊
藤
忠
商
店
と
の
合
併
を
経
て
丸
紅
商
店
の
創
業
と
、
伊
藤
忠

兵
衛
家
と
は
異
な
る
形
で
近
代
化
を
遂
げ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
商
業

史
の
研
究
に
お
い
て
も
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
分
析
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
第
一
章
で
同
商
店
の
明
治
期
店
則
と
棚
卸
帳
を
も
と
に
制
度

一



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
四
十
号

面
の
変
化
を
分
析
す
る
。
第
二
章
で
は
史
料
よ
り
作
成
し
た
店
員
名
簿
を
用
い
、

家
・
解
雇
者
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

第
一
章
　
奉
公
人
制
度
の
推
移

別

　
　
　
第
　
節
　
制
度
関
連
史
料
に
つ
い
て

　
奉
公
人
制
度
を
明
ら
か
に
で
き
る
史
料
と
し
て
は
、
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
に
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

期
の
店
則
が
数
点
と
、
安
政
五
年
か
ら
続
く
伊
藤
家
の
「
棚
卸
帳
」
が
遺
さ
れ
て
い

る
。
『
丸
紅
商
店
之
沿
革
』
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
店
法
が
制
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
8
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
は
明
治
三
十
九
年
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
明
治
十
三
年
「
博
多
支
店
規
則
」
や
明

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

治
三
十
六
年
目
覚
書
」
な
ど
店
法
制
定
以
前
の
店
則
や
、
①
店
、
全
店
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

明
治
四
十
五
年
制
定
の
「
店
則
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
十
三
年
の
「
博
多
支
店
規
則
」
は
「
昨
明
治
拾
二
年
第
二
月
上
洗
、
筑
前
博

多
ニ
オ
ヒ
テ
支
店
ヲ
開
設
シ
、
現
金
札
付
ニ
テ
呉
服
卸
商
施
行
致
候
儀
二
付
、
規
則

左
二
」
の
序
文
に
続
き
二
二
条
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
十
条
に
は
＝
万
事

必
ス
支
配
人
ノ
指
揮
二
従
ヒ
毫
モ
違
戻
ス
可
カ
ラ
サ
ル
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
㊥

店
に
お
い
て
支
配
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
明
治
三
十
六
年
「
覚
書
」
に
は
㊦
店
、
全
店
の
表
記
は
な
い
が
、
「
第
一

条
　
礼
儀
ヲ
守
ル
事
」
「
第
三
条
　
諸
事
節
ヲ
専
一
ニ
ス
ル
事
」
な
ど
十
三
年
の
規

則
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
条
目
が
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
翌
年
㊥
店
で
は
「
商
話
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
＞

規
定
・
中
年
丁
稚
仕
着
規
則
等
綴
」
と
題
し
た
決
議
録
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
「
裳
二

我
店
ノ
発
達
盛
大
ヲ
期
セ
ン
が
為
二
商
話
会
ナ
ル
ヲ
設
ケ
、
左
ノ
各
項
ヲ
決
議
ス
」

の
一
文
に
続
き
、
㊦
店
独
自
の
組
織
で
あ
る
「
商
話
会
」
の
規
定
、
各
役
職
詳
細
、

店
員
名
簿
が
記
さ
れ
、
明
治
三
十
七
年
段
階
の
①
店
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

　
明
治
四
十
五
年
㊦
店
、
全
店
の
店
則
は
そ
れ
ぞ
れ
「
一
四
恩
を
思
ひ
以
て
立
身
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

世
の
志
を
励
む
べ
し
」
か
ら
始
ま
る
「
訓
諭
　
五
則
」
と
と
も
に
、
補
則
を
含
め
九

七
条
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
条
文
数
は
同
じ
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
条
文
で

異
な
る
点
が
見
ら
れ
、
㊥
店
、
全
店
の
比
較
を
行
う
際
に
必
要
な
史
料
で
も
あ
る
。

　
店
則
と
は
別
に
、
「
紅
長
」
の
頃
か
ら
続
く
伊
藤
家
の
棚
卸
帳
は
、
決
算
（
棚
卸
）

時
に
品
物
や
貸
金
な
ど
の
資
産
か
ら
、
借
品
、
借
金
を
差
し
引
き
、
決
算
時
の
正
味

財
産
を
算
出
、
前
年
度
の
値
と
の
比
較
か
ら
損
益
を
求
め
る
帳
合
法
が
と
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
。
こ
れ
は
、
資
本
計
算
的
成
果
計
算
と
も
呼
ば
れ
、
一
般
商
家
で
用
い
ら
れ
て
き

た
棚
卸
の
方
法
で
あ
る
。
安
政
五
年
か
ら
明
治
二
十
七
年
ま
で
、
伊
藤
家
の
棚
卸
帳

が
残
る
期
間
は
そ
の
ま
ま
、
弟
忠
兵
衛
の
独
立
か
ら
共
同
経
営
、
持
下
り
を
経
て
の

㊦
店
開
店
と
、
重
要
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
時
期
と
重
な
り
、
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書

で
も
特
に
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
棚
卸
帳
を
用
い
た
経
営
面
の
分
析
は
別
の
機
会

に
譲
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
二
節
　
店
則
に
み
る
役
職
変
化

　
近
江
商
人
に
限
ら
ず
、
近
世
商
家
に
お
い
て
奉
公
人
に
は
丁
稚
制
度
が
と
ら
れ
、

通
常
丁
稚
一
〇
年
、
手
代
一
〇
年
、
計
二
〇
年
の
奉
公
期
間
の
後
に
、
番
頭
や
支
配

人
へ
と
昇
進
す
る
が
、
近
江
商
人
の
場
合
、
長
年
勤
め
た
奉
公
人
よ
り
中
途
採
用
者

が
上
の
職
階
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
、
個
人
の
能
力
重
視
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

丁
稚
制
度
そ
の
も
の
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
奉
公
人
か
ら
組
織
の
一
店
員
と

し
て
漸
次
変
化
し
て
い
く
。
本
節
で
は
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
店
則
を
年
代
順
に
た
ど

り
な
が
ら
奉
公
人
の
職
階
や
役
職
変
化
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　
ま
ず
、
明
治
十
三
年
の
「
博
多
支
店
規
則
」
に
は
、
末
尾
に
「
支
配
狂
宴
義
務
」

と
し
て
支
配
人
・
副
支
配
人
・
差
添
人
の
役
職
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
人
名
と
役
務
の



表1　明治37年㊥店役職・役務等一覧

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

役　職 役　　　務 担　当　店　員

支配人
主人不在申の代理、金銭出納と諸帳簿の整理のほか年

nの回礼や会葬、集会等への参列
為吉（仕入方兼任）

助役 支配人不在の際、その事務を代理 為吉、嘉七（仕入・売方兼任）

帳場 支配人の整理に属さない諸帳簿や得意先通帳の照会 考次

馬入方
出張仕入（その際の買入品の目的は予め白話会にて熟

c）、出張より帰店時には状況一切を報告
嘉七、次太郎（売方兼任）

売方主任
得意先の信用程度に注目し、取引の改善、業務の拡張

ﾉつとめる

売方：嘉七、次太郎、善七、

?g

売方
主任の補佐、得意先の状態やその他必要事項を逐一支

z入や主任へ報告

売方補助：吉造、徳次郎、

寛沽Y、庄吉、定吉

物品整理委員 札入やその他物品整理、商品反物数の調査
呉服方：嘉七、善七

ｾ三洋反：次太郎、源七

表2　明治45年㊥店役職・役務一覧

役　職 役　　　　　務

支配人
店務管理、部下各員の監督・勤惰能否を査定、営業状態・

d要事項の報告、文通取締・親閲、帳簿伝票の検閲

副支配人 支配人の補佐、不在時の代理

主任 主管事務の管理、部下各員の勤惰能否を支配人に報告

係員 通常は主任の指揮に従い、主任不在時の主管業務の処理

書記 帳簿やその他事務の処理

小役 商務見習いの心得を以って誠実に任務に従う

雑務 荷造や炊事など

表3　明治45年全店役職・役務一覧

役　職 役　　　　　務

支配人
店務管理、部下各員の監督・勤惰能否を査定、営業状態・

d要事項の報告、文通取締・親閲、帳簿伝票の検閲

副支配人 支配人の補佐、不在時の代理

仕入部長 仕入に関する一切の事務を司る

販売部長 販売に関する主任係員の管理、得意先の調査

主任 主管事務の管理、部下各員の勤惰能否を支配人に報告

係員 通常は主任の指揮に従い、主任不在時の主管業務の処理

書記 帳簿やその他事務の処理

小役 商務見習いの心得を以って誠実に任務に従う

雑務 荷造や炊事など

記
述
が
あ
る
。
支
配
人
は
、
帳
場
の
調
査
や
金
銭
出
納
、
賄
．
方
へ
の
指
図
・
丁
稚
に

対
す
る
訓
戒
な
ど
幅
広
い
役
務
を
担
当
す
る
支
店
の
責
任
者
で
あ
る
。
副
支
配
人
は

得
意
先
回
の
取
り
仕
切
り
、
商
品
の
景
況
な
ど
を
考
慮
す
る
ほ
か
、
町
内
の
集
会
・

会
議
の
参
加
を
担
う
役
職
で
あ
る
。
こ
の
副
支
配
人
を
補
佐
す
る
の
が
差
添
人
で
あ

り
、
商
品
数
の
調
査
や
上
役
が
不
在
の
場
合
の
代
理
を
任
さ
れ
て
い
る
。

　
「
博
多
支
店
規
則
」
に
お
い
て
は
、
支
配
人
に
準
じ
る
役
職
の
み
が
記
さ
れ
て
い

た
が
、
明
治
三
十
七
年
㊦
店
の
「
尊
話
会
規
定
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
役
職



が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
役
職
に
末
尾
の
店
員
名
簿
の
情
報
を
加
え
た
も
の
が
表

1
で
あ
る
。
当
時
㊦
店
に
お
い
て
は
、
支
配
人
・
助
役
・
仕
入
方
な
ど
の
役
職
兼
任

や
、
整
理
委
員
の
設
置
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
ほ
か
、
店
員
名
簿
に
は
丁
稚
三
名
、

炊
事
方
｛
名
の
名
前
が
記
さ
れ
、
同
店
が
一
六
名
程
の
奉
公
人
で
運
営
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

こ
と
が
推
測
で
き
る
。
な
お
同
年
に
お
け
る
伊
藤
忠
商
店
の
店
員
数
は
本
店
四
九
名
、

京
店
二
〇
名
、
西
店
・
糸
店
は
｝
○
名
前
後
で
あ
り
、
㊦
店
は
伊
藤
忠
商
店
の
支
店

と
同
規
模
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
ま
た
、
明
治
三
十
九
年
店
法
「
伊
藤
長
兵
衛
商
店
事
務
取
扱
細
則
」
は
、
役
職
ご

と
の
項
目
立
て
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
は
支
配
人
・
仕
入
部
長
・
販
売
部
長
・
販
売

係
・
会
計
係
・
用
度
係
・
庶
務
係
な
ど
の
役
職
名
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
各
係
の

詳
細
は
不
明
だ
が
、
売
方
と
販
売
、
帳
場
と
会
計
係
と
い
っ
た
従
来
の
役
職
と
の
関

連
と
と
も
に
、
部
長
の
存
在
な
ど
組
織
化
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。

　
明
治
四
十
五
年
㊦
店
、
全
店
の
店
則
に
は
「
第
四
章
　
役
務
」
に
お
い
て
役
職
の

記
述
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
三
十
九
年
の
店
則
に
比
べ
よ
り
組
織
的
に
な
っ
て
い
る
。

両
店
の
役
務
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
2
、
表
3
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
販

売
・
仕
入
部
長
が
全
店
に
限
定
さ
れ
た
役
職
で
あ
り
、
「
伊
藤
長
兵
衛
商
店
小
史
」

に
あ
る
よ
う
に
、
営
業
の
重
点
が
京
都
に
移
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま

た
役
職
と
は
別
に
「
第
三
章
　
等
級
」
で
は
、
店
員
を
理
事
・
商
務
役
・
商
務
役

補
・
書
記
・
書
記
補
・
小
役
・
雑
務
に
分
類
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
丁
子
に
は

等
級
が
設
け
ら
れ
、
三
等
理
事
以
上
は
重
役
と
す
る
ほ
か
、
第
一
六
条
で
は
「
三
等

理
事
以
上
ヲ
別
家
格
ト
ス
」
と
も
あ
る
。

　
丁
稚
制
度
に
お
い
て
別
家
は
奉
公
人
の
最
終
目
標
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に

つ
れ
別
家
は
商
家
よ
り
独
立
す
る
形
か
ら
、
組
織
内
で
の
重
役
店
員
に
変
化
し
て
い

く
。
明
治
四
十
五
年
の
店
則
で
、
別
家
格
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
、
伊
藤
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表4　店員等級の比較

伊藤忠商店

明治26年 明治39年 明治41年

支配役 理事長 一等理事
重
　
役

支配次役 理事副長 二等理事

理事 三等理事

一級商務役 四等理事

二等商務役 一級商務役 理事補

三等商務役 二等商務役 一級商務役

商務役補 三等商務役 二等商務役

四等商務役 三等商務役

五等商務役 四等商務役

商務役補 五等商務役

商務役補

書記役 一等書記 一等書記

一
　
　
般
　
　
店
　
　
員

二等書記 二等書記

三等書記 三等書記

四等書記

一等小役 一等小役 一等小役

二等小役 二等小役 二等小役

三等小役 三等小役 三等小役

四等小役 四等小役

五等小役 五等小役

雑役 雑務

「店員等級ノ変遷」（『伊藤忠商事100年』、61頁）

伊藤長兵衛商店

重

役

般

店

員

明治45年

一等理事

二等理事

三等理事

一等商務役

二等商務役

三等商務役

四等商務役

商務役補

一等書記

二等書記

三等書記

書記補

一等小役

二等小役

三等小役

雑務

四

長
兵
衛
商
店
全
体
に
お
い
て
、
別
家
が
必
ず
し
も
独
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、

重
役
と
い
う
店
の
上
位
店
員
に
位
置
す
る
こ
と
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。



　
ま
た
等
級
制
度
は
、
明
治
二
十
六
年
の
段
階
で
伊
藤
忠
兵
衛
家
に
確
認
で
き
、
伊

藤
忠
商
店
と
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
等
級
を
比
較
し
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。
役
職
の

分
類
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
商
店
は
相
互
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
推

　
　
　
（
1
7
）

測
で
き
る
。

　
さ
て
店
則
を
年
代
順
に
た
ど
っ
て
き
た
が
、
明
治
期
の
伊
藤
長
兵
衛
商
店
で
は
役

職
の
構
成
や
表
現
に
年
ご
と
の
差
異
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
明
治
三
十
九
年
店
則
で
は

組
織
化
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。
四
十
五
年
の
「
店
則
（
㊥
店
と
、
「
店
則
（
京

店
）
」
に
至
っ
て
は
、
役
職
、
等
級
制
度
の
設
置
、
別
家
を
重
役
と
す
る
な
ど
、
奉

公
人
の
位
置
づ
け
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
の
年
次
の
店
則
が
個
人
商

店
と
近
代
組
織
を
隔
て
る
節
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
第
三
節
　
棚
卸
帳
に
み
る
利
益
処
分
変
化

　
安
政
五
年
か
ら
明
治
二
十
七
年
ま
で
棚
卸
方
法
は
資
本
計
算
的
成
果
計
算
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

た
が
、
明
治
十
九
年
棚
卸
記
録
の
末
尾
に
は
「
京
店
博
店
　
計
算
量
」
と
し
て
利
益

計
算
と
そ
の
配
分
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
分
配
の
項
目
に
は
手
代
へ
の
給
金
・
配

当
金
が
含
ま
れ
、
奉
公
人
に
対
す
る
利
益
配
分
の
実
際
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
史
料
一
】

　
　
京
店
博
店
　
計
算
記

　
　
（
中
略
）

　
　
差
引
　
金
弐
千
五
百
弐
十
弐
円
四
十
銭

　
　
　
　
　
一
金
八
百
十
円
也
　
　
　
本
家

　
　
　
　
　
一
金
八
百
四
拾
円
也
　
　
支
店
積
立
金

　
　
小
〆
　
金
壱
千
六
百
八
十
円
也

　
　
差
引
　
八
百
四
十
弐
円
四
十
銭

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

　
　
（
中
略
）

　
　
内
給
金
　
〆
百
八
円
也

　
　
内
配
当
　
〆
七
百
三
拾
四
円
四
十
銭

　
十
九
年
の
利
益
計
算
で
は
、
益
金
二
五
ニ
ニ
・
四
〇
円
を
本
家
八
一
〇
円
、
支
店

積
立
金
八
四
〇
円
、
給
金
・
配
当
金
八
四
二
・
四
〇
円
に
分
配
し
て
お
り
、
利
益
処

分
を
「
三
ツ
割
」
法
で
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
三
ツ
割
」
法
は
、
近
世
か
ら
続
く
利
益
処
分
法
で
あ
る
。
初
期
の
段
階
で
は
利

益
の
三
分
の
一
を
手
代
延
金
（
賞
与
）
、
三
分
の
二
を
本
家
へ
の
配
当
と
し
て
い
た

が
、
後
に
益
金
を
配
当
金
・
賞
与
金
・
内
部
留
保
の
三
項
目
で
均
等
配
分
、
不
均
等

配
分
す
る
形
に
変
化
し
て
い
く
。
近
江
商
人
に
お
い
て
も
西
川
甚
五
郎
家
が
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
、
純
益
の
三
分
の
一
を
奉
公
人
に
分
配
す
る
「
三
ツ
割
銀
」
制
度

を
制
定
し
た
ほ
か
、
伊
藤
忠
商
店
に
お
い
て
も
、
明
治
五
年
に
「
利
益
三
分
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十
九
年
の
利
益
配
分
は
三
ツ
割
法
の
中
で
も
均
等

型
の
利
益
処
分
を
行
っ
て
い
る
が
、
翌
二
十
年
に
は
見
ら
れ
ず
、
二
十
一
年
に
「
廿

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
年
度
損
益
計
算
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
利
益
計
算
が
確
認
で
き
る
。

　
【
史
料
二
】

　
　
廿
一
年
度
損
益
計
算

　
　
（
中
略
）

　
　
差
引

　
　
〆
金
弐
千
弐
十
五
円
三
十
三
銭
八
厘

　
　
　
内
金
三
百
○
八
円
也
　
　
　
　
恩
人
配
当
金

　
　
　
内
金
百
九
拾
円
也
　
　
　
　
　
△
⊥
年
給
金

　
　
　
内
金
弐
百
円
也
　
　
　
　
　
　
店
臨
時
用
利
益
一
分
積
立
金

　
　
　
内
金
三
百
円
也
　
　
　
　
　
　
店
手
代
賞
金
へ
積
立
金

一
五



滋
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差
引

　
金
壱
千
○
弐
拾
七
円
量
三
銭
八
厘
　
　
　
全
益

　
配
分
項
目
は
、
店
臨
時
用
積
立
金
、
手
代
賞
金
積
立
金
が
新
た
に
組
み
込
ま
れ
る

ほ
か
、
残
額
が
全
益
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
十
九
年
の
三
ツ
割
に
見
ら
れ
た
支

店
積
立
金
や
本
家
勘
定
は
な
く
、
各
項
目
の
合
計
と
全
益
と
で
利
益
を
二
分
す
る
形

と
な
っ
て
い
る
。
各
項
目
は
二
十
三
年
に
「
全
益
」
が
「
純
益
」
へ
、
二
十
四
年
に

も
「
手
代
賞
金
積
立
金
」
が
「
手
代
興
賞
積
立
金
」
へ
と
変
化
す
る
が
、
こ
の
配
分

方
法
は
明
治
二
十
七
年
差
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
棚
卸
帳
に
お
け
る
各
年
の
利
益
額

と
そ
の
分
配
割
合
を
示
し
た
の
が
「
別
表
A
　
棚
卸
利
益
配
分
の
変
化
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

十
九
年
を
除
き
、
配
分
割
合
は
平
均
年
給
金
八
・
二
％
、
配
当
金
十
七
・
六
％
、
店

臨
時
用
積
立
金
九
・
六
％
、
手
代
賞
金
積
立
金
七
・
二
％
で
あ
り
、
各
項
目
の
合
計

が
約
四
割
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
一
年
か
ら
の
利
益
配
分
は
三
ツ
割
法
で
は
な
い
も

の
の
、
店
臨
時
用
積
立
金
の
約
一
割
を
除
け
ば
、
利
益
の
約
三
割
が
奉
公
人
に
対
し

て
割
り
振
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　
棚
卸
帳
に
お
け
る
明
治
十
九
年
と
、
二
十
一
年
か
ら
の
利
益
配
分
法
の
変
化
要
因

と
し
て
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
お
け
る
経
営
者
の
交
代
が
あ
げ
ら
れ
る
。
詳
細
な
記

述
は
避
け
る
が
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
「
改
名
御
願
（
隠
居
二
連
）
」
と

さ
れ
た
史
料
に
は
明
治
十
年
に
七
代
目
長
兵
衛
を
継
い
だ
息
子
栄
次
郎
が
「
天
資
薄

弱
且
商
売
向
不
得
手
」
で
あ
る
た
め
、
実
父
が
家
督
を
相
続
、
再
び
店
の
経
営
を
行

う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
督
相
続
を
表
す
史
料
か
ら
、
均
等
配
分
の
三
ツ
割

法
が
と
ら
れ
た
十
九
年
は
栄
次
郎
が
、
二
十
一
年
か
ら
は
父
親
が
経
営
者
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
配
分
方
法
が
両
者
の
経
営
特
徴
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
二
十
七
年
以
降
の
利
益
配
分
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
五
年
「
店
則
（
㊦

店
）
」
の
「
第
七
章
　
会
計
」
の
段
に
、

一
六

　
　
第
参
拾
四
条
　
純
益
金
ノ
割
賦
ハ
左
ノ
法
方
二
依
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
一
、
百
分
ノ
十
　
　
　
積
立
金

　
　
　
一
、
百
分
ノ
三
十
　
　
店
員
配
当
積
立
金

　
　
　
　
、
百
分
ノ
十
　
　
　
店
員
恩
賞
積
立
金

　
　
　
一
、
百
分
ノ
五
十
　
　
本
家
収
納
金

と
あ
る
。
以
前
の
項
目
に
あ
っ
た
給
金
は
「
第
八
章
　
俸
給
手
当
」
と
し
て
別
途
制

定
さ
れ
、
純
益
金
の
割
賦
項
目
も
本
家
収
納
金
以
外
は
す
べ
て
積
立
金
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
第
三
六
条
に
「
損
失
ヲ
生
シ
タ
ル
時
ハ
後
期

へ
繰
越
シ
、
翌
年
度
ノ
利
益
金
ヲ
以
テ
填
補
シ
、
尚
不
足
ノ
場
合
ハ
積
立
金
ヲ
以
テ

填
補
ス
」
と
あ
り
、
一
〇
％
と
い
う
割
合
と
と
も
に
「
店
臨
時
用
積
立
金
」
と
の
関

連
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
配
当
金
に
つ
い
て
は
割
合
が
従
来
の
十
七
％
前
後
か
ら

三
〇
％
へ
の
増
加
、
店
員
恩
賞
積
立
金
も
毒
血
第
五
三
条
に
理
事
昇
進
時
や
退
却
時

慰
労
金
と
し
て
の
支
出
が
記
さ
れ
、
以
前
の
利
益
項
目
に
存
在
し
た
「
店
員
賞
金
積

立
金
」
が
明
治
四
十
五
年
に
お
い
て
「
恩
賞
積
立
金
」
へ
と
変
化
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
同
様
に
純
益
の
五
〇
％
を
占
め
る
本
家
収
納
金
も
、
二
十
一
年
か
ら
の
配
分
に

は
見
ら
れ
な
い
項
目
で
あ
る
が
、
純
益
に
お
け
る
そ
の
割
合
か
ら
「
全
益
・
純
益
」

と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
お
け
る
利
益
処
分
に
は
、
第
」
に
明
治
十
九
年
に
み

る
均
等
三
ツ
割
法
、
第
二
に
経
営
者
が
交
代
し
た
二
十
一
年
か
ら
は
、
利
益
の
約
四

割
を
各
項
目
で
分
配
、
残
額
を
全
益
と
し
て
計
上
、
第
三
に
明
治
四
十
五
年
「
店
則

（
㊦
店
）
」
内
の
純
益
金
の
割
賦
と
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
段
階

で
は
、
第
二
、
第
三
の
関
連
に
つ
い
て
確
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
前
節
に
お
け

る
役
職
変
化
と
同
様
に
、
利
益
処
分
法
も
明
治
十
九
年
以
降
そ
の
割
合
や
内
容
を
変

更
し
、
四
十
五
年
の
店
則
へ
つ
な
げ
る
形
で
組
織
の
変
化
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
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滋
賀
大
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学
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史
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第
二
章
　
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人
事
例

　
　
　
第
一
節
　
奉
公
人
関
連
史
料
に
つ
い
て

　
「
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
」
に
お
い
て
、
奉
公
人
情
報
が
得
ら
れ
る
史
料
は
、
「
〔
雇

　
　
　
　
（
2
2
）

用
人
履
歴
簿
〕
」
、
差
引
帳
、
入
店
時
の
誓
約
書
で
あ
る
。

　
「
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
」
は
、
姓
名
や
原
籍
、
父
兄
紹
介
人
、
履
歴
、
退
店
解
雇
理

由
や
墨
黒
後
状
態
の
記
述
の
ほ
か
、
生
年
・
雇
入
・
店
転
入
・
別
家
・
退
店
解
雇
年

次
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
入
店
の
玉
野
利
七
か
ら
、
明
治
四
十
三
年

に
入
店
す
る
K
繁
治
郎
ま
で
計
四
五
名
が
住
所
別
に
分
類
さ
れ
、
史
料
の
中
で
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

つ
と
も
詳
細
に
奉
公
人
情
報
が
記
さ
れ
た
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
差
引
帳
は
、
明
治
二
十
年
か
ら
の
「
追
手
代
貸
預
金
差
引
帳
」
と
明
治
二
十
六
年

か
ら
の
「
店
員
貸
預
差
引
帳
」
の
二
冊
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
「
賞
誉
代
貸
預
金
差
引

帳
」
に
は
始
め
に
「
一
本
帳
ハ
㊦
商
店
ノ
手
代
丁
稚
等
給
金
及
配
当
毎
年
計
算
ヨ
リ

賦
与
金
預
リ
ヲ
記
シ
、
並
二
貸
金
ヲ
差
引
記
載
ヲ
摘
要
ト
ス
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

奉
公
人
の
金
銭
出
納
帳
の
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
差
引
帳
に
は
一

〇
三
三
の
奉
公
人
に
つ
い
て
各
々
の
給
金
・
配
当
金
の
出
納
記
録
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
第
三
節
の
事
例
で
取
り
上
げ
る
解
雇
者
の
解
雇
理
由
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の

記
録
が
あ
る
。

　
誓
約
書
に
つ
い
て
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
ま
で
二
一
通
が
あ
り
、
そ
の
多

く
は
大
正
の
も
の
で
、
印
刷
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
誓
約
書
に
署
名
捺
印
の
み
を
自
筆

で
行
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

　
【
史
料
一
三

八

　
　
　
　
　
誓
約
書

　
　
一
拙
者
儀
、
今
般
御
店
へ
傭
用
被
成
下
候
、
就
テ
ハ
御
店
ノ
規
則
堅
ク
相
守
申
、

　
　
　
誠
実
二
勉
励
可
致
候
、
若
シ
不
都
合
ノ
所
為
致
尊
高
ハ
、
如
何
様
ノ
御
処
分

　
　
　
被
成
下
候
共
不
苦
候
、
尚
又
御
店
へ
損
害
等
相
掛
申
候
節
ハ
、
総
額
速
二
弁

　
　
　
償
可
致
候
、
万
一
本
人
二
於
テ
弁
償
難
致
時
ハ
、
保
証
人
ヨ
リ
弁
償
仕
、
柳

　
　
　
貴
殿
へ
御
迷
惑
相
温
麺
間
敷
候
、
依
テ
保
証
人
連
帯
ヲ
以
テ
誓
約
書
差
入
、

　
　
　
如
件

　
誓
約
書
の
う
ち
二
通
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
四
年
目
も
の
で
、
大
正
期
の
誓
約
書

と
比
べ
内
容
に
い
く
つ
か
異
な
る
点
が
み
ら
れ
る
が
、
入
店
に
際
し
規
則
や
家
風
の

遵
守
、
無
断
退
店
を
せ
ず
、
弁
齢
す
る
場
合
に
は
親
兄
弟
、
保
証
人
が
支
払
う
旨
記

し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
近
世
で
あ
れ
ば
奉
公
に
際
し
て
、
生
国
か
ら
宗

旨
、
奉
公
期
間
や
給
金
・
各
種
制
約
事
項
を
明
記
し
た
請
状
を
記
し
、
丁
稚
に
入
っ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
藤
家
に
残
さ
れ
た
も
の
を
み
る
限
り
、
請
状
よ
り
も
簡
略

化
さ
れ
、
事
書
も
誓
約
書
と
定
式
化
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
奉
公
人
関
連
の
史
料
を
用
い
て
作
成
し
た
の
が
「
別
表
B
　
伊
藤
長
兵
衛

商
店
店
員
名
簿
」
で
あ
る
。
明
治
五
年
入
店
の
茅
野
利
七
（
1
番
）
か
ら
大
正
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

入
店
の
T
路
程
（
旧
番
）
に
至
る
ま
で
一
五
八
名
の
名
簿
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
住

所
が
特
定
で
き
る
者
は
七
三
名
、
内
訳
は
滋
賀
県
愛
知
郡
が
三
一
名
、
次
い
で
犬
上

郡
二
三
名
、
坂
田
郡
八
名
、
神
崎
郡
贈
名
、
蒲
生
郡
二
名
、
甲
賀
郡
一
名
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
県
外
出
身
者
は
三
名
お
り
、
柳
野
利
七
が
福
岡
市
博
多
出
身
、
明
治
二

十
七
年
入
店
の
田
中
三
九
郎
（
4
6
番
）
は
京
都
府
紀
伊
郡
、
そ
し
て
明
治
四
十
二
年

入
店
の
Y
政
次
郎
（
燭
番
）
が
三
重
県
安
濃
郡
の
出
身
で
あ
る
。
Y
政
次
郎
に
つ
い

て
は
採
用
経
緯
が
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
柳
野
利
七
は
明
治
五
年
に
博
多
に
開
か
れ

た
㊦
店
の
例
外
的
な
現
地
雇
用
者
で
あ
り
、
重
要
な
位
置
を
占
め
た
人
物
で
あ
る
。



ま
た
、
田
中
三
九
郎
も
京
都
府
紀
伊
郡
（
現
、
伏
見
区
）
の
出
身
で
あ
り
、
全
店
と

の
関
連
が
う
か
が
え
る
。

　
次
節
か
ら
は
、
名
簿
内
の
別
家
者
一
四
名
、
解
雇
者
五
七
名
の
う
ち
比
較
的
詳
細

な
情
報
が
得
ら
れ
る
奉
公
人
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
述
べ
て
い
く
。

　
　
　
第
二
節
　
奉
公
人
事
例
（
別
家
）

　
　
　
　
　
①
三
野
利
七

　
「
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
」
や
差
引
帳
の
記
録
に
よ
る
と
最
も
古
い
奉
公
人
で
あ
る
。

「〔

ﾙ
用
人
履
歴
簿
〕
」
に
は
「
本
人
ハ
当
家
先
代
墜
下
リ
ノ
際
ハ
博
多
上
新
川
端
町

持
下
リ
宿
布
屋
茂
平
方
ノ
番
頭
ナ
リ
シ
が
当
方
下
新
川
端
町
二
呉
服
卸
店
開
業
ノ
際

雇
入
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
生
年
は
不
明
だ
が
、
丁
稚
制
度
に
お
い
て
番
頭
は

お
よ
そ
三
〇
歳
前
後
で
の
昇
進
が
一
般
的
で
あ
り
、
柳
野
利
七
が
布
屋
茂
平
方
で
す

で
に
番
頭
を
務
め
て
い
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
明
治
五
年
の
①
店
開
店
に
あ
た
り
、

他
の
奉
公
人
を
と
り
ま
と
め
る
指
導
者
と
し
て
雇
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
途
採

用
の
奉
公
人
で
は
あ
る
が
、
明
治
十
年
に
は
㊦
店
の
主
任
に
、
同
十
五
年
に
は
仕
入

店
で
あ
る
㊦
京
店
の
監
督
を
任
さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な
役
職
を
担
う
人
物
で
も
あ
っ

た
。柳野利七給金変動表5

期　間 金　額

明治19～23年 70円

24年 90円

25～27年 70円

28年 100円

29年 120円

30～34年 150円

35～36年 160円

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

※明治33年からは上期・下
　期各75円、明治35年から

　は上期・下期80円の支給
　となっている

　
差
引
帳
に
は
、
利
益
計
算

が
発
生
し
た
明
治
十
九
年
か

ら
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
同
年
、
益
金
二
五
二

二
・
四
〇
円
か
ら
奉
公
人
に

対
し
給
金
一
〇
八
円
、
配
当

金
七
三
四
・
四
〇
円
が
分
配

さ
れ
た
際
、
柳
野
利
七
に
は
給
金
七
〇
円
、
配
当
金
二
五
円
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

差
引
帳
記
録
に
み
る
給
金
変
動
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。
後
述
の
別
家

者
に
比
べ
る
と
給
金
は
高
く
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
お
け
る
彼
の
重
要
度
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。

　
㊦
店
に
明
治
五
年
入
店
し
た
後
、
約
三
一
年
に
わ
た
り
同
年
に
勤
め
た
柳
野
利
七

は
明
治
三
十
七
年
老
体
に
て
退
店
。
そ
の
折
「
功
労
二
面
リ
終
身
毎
年
金
壱
百
円
ヲ

贈
与
」
さ
れ
、
後
に
自
宅
に
て
金
物
小
売
商
を
開
業
し
た
と
あ
る
。
「
店
員
貸
預
差

引
帳
」
に
も
明
治
三
十
七
年
＝
金
壱
百
円
也
　
恩
給
金
渡
」
と
記
録
が
あ
り
、

「
計
七
年
三
月
一
日
豊
メ
　
新
帳
へ
写
」
と
さ
れ
る
が
、
新
注
に
お
い
て
も
毎
年
一

〇
〇
円
の
贈
与
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
奉
公
人
を
ま
と
め
る
立
場
と
し
て
、
㊦
店
に
お
い
て
の
要
で
あ
っ
た
柳
町
利
七
は
、

給
金
や
退
店
屋
の
待
遇
な
ど
他
の
奉
公
人
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
例
外
的
な
現

地
雇
用
者
で
あ
り
、
か
つ
入
店
時
他
店
の
番
頭
で
は
あ
っ
た
が
、
別
家
と
し
て
独
立

し
た
奉
公
人
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
②
北
川
伊
三
郎
（
4
5
番
）

　
柳
野
利
七
が
博
多
に
お
い
て
雇
い
入
れ
た
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
川
伊
三
郎
は

明
治
十
三
年
に
犬
上
郡
高
宮
町
で
生
ま
れ
、
一
三
歳
の
時
㊦
店
へ
入
店
し
た
典
型
的

な
奉
公
人
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
た
明
治
三
十
七
年
㊦
店
「
訓
話
会
規
定
」
の
店
員

名
簿
に
よ
る
と
、
こ
の
伊
三
郎
が
助
役
、
仕
入
方
、
売
方
を
兼
務
す
る
と
と
も
に
、

呉
服
類
の
言
為
整
理
委
員
、
得
意
先
の
受
け
持
ち
で
は
地
方
主
任
と
様
々
な
役
職
を

任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
三
年
後
の
明
治
四
十
年
、
前
任
者
で
あ
っ
た

　
　
　
（
2
6
）

渡
辺
為
吉
の
退
店
を
も
っ
て
㊦
店
の
支
配
人
と
な
り
、
同
四
十
四
年
別
家
し
て
い
る
。

　
差
引
帳
に
は
、
二
十
六
年
の
入
店
後
か
ら
三
十
三
年
ま
で
は
配
当
金
の
み
を
与
え

ら
れ
、
翌
三
十
三
年
か
ら
給
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
同
年
か
ら
給
金
は
上
期
・
下

一
九



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
四
十
号

期
の
年
二
回
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
北
川
伊
三
郎
の
場
合
、
各
一
三
〇
円
、

一
年
で
六
〇
円
の
給
金
を
受
け
て
い
た
。
三
十
五
年
か
ら
は
上
期
三
〇
円
、
下
期
四

〇
円
と
な
り
、
三
十
六
年
に
は
両
期
と
も
五
〇
円
、
計
一
〇
〇
円
と
増
加
し
て
い
る
。

　
「
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
」
に
は
北
川
伊
三
郎
の
別
家
に
際
し
「
明
治
四
十
四
年
十
月

新
店
十
二
依
リ
別
家
料
壱
千
五
百
円
ヲ
与
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
別
家
料
に

つ
い
て
は
明
治
四
十
五
年
「
店
則
（
㊦
店
）
」
に
、

　
　
第
五
拾
参
条
　
店
員
恩
賞
積
立
金
は
左
ノ
場
合
二
十
リ
之
ヲ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト

　
ス
　
　
　
一
、
理
事
二
昇
進
ノ
時
、
別
家
料
一
時
壱
千
五
百
円
ヲ
贈
与
ス

と
あ
り
、
別
家
料
に
つ
い
て
は
「
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
」
の
記
述
と
一
致
し
、
「
新
店

則
」
が
四
十
五
年
「
店
則
（
㊦
店
）
」
を
示
し
て
い
る
と
推
測
す
る
が
、
同
店
則
の

第
九
七
条
に
は
「
本
店
則
ハ
明
治
四
拾
五
年
弐
月
弐
拾
四
日
ヨ
リ
執
行
ス
」
と
、
別

家
料
の
支
払
実
施
年
次
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
伊
藤
忠
兵
衛
家
で
は
明
治
四

十
一
年
の
段
階
で
別
家
（
理
事
）
に
対
し
別
家
料
一
五
〇
〇
円
の
支
給
が
制
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
十
五
年
「
店
則
」
へ
の
影
響
も
推
測
さ
れ
る
。
北
川
伊
三
郎

は
こ
の
別
家
料
の
他
に
、
大
正
三
年
八
月
、
自
己
の
独
立
営
業
を
理
由
と
し
た
生
痕

に
対
し
て
も
、
二
五
〇
〇
円
を
功
労
恩
賞
金
と
し
て
受
け
取
っ
て
お
り
、
そ
の
後
博

多
網
場
町
に
お
い
て
秩
父
島
小
売
専
業
を
行
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
　
　
　
③
馬
場
源
十
郎
・
清
水
太
郎
右
衛
門

　
馬
場
源
十
郎
（
狩
番
）
は
明
治
十
六
年
生
ま
れ
、
坂
田
郡
鳥
居
本
十
字
鳥
居
本
の

出
身
。
入
店
は
明
治
二
十
九
年
で
本
家
か
ら
㊦
店
へ
の
出
勤
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
四
歳
で
入
店
後
、
明
治
四
十
四
年
に
は
別
家
と
な
り
、
前
述
の
北
川
伊
三
郎
と
同

様
「
新
店
則
」
に
基
づ
い
て
別
家
料
一
五
〇
〇
円
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
大
正
五
年

　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
は
森
本
善
松
の
後
任
と
し
て
㊥
店
の
支
配
人
と
な
り
、
全
店
の
大
阪
仕
入

別家者の入店・別家年次比較表6

二
〇

奉公人氏名 生　年 入店年 年齢 別家年 年齢 年数

1 北川源十郎 元治元年 明治12 15 明治27 30 15

2 西村太右衛門 慶応3年 明治19 19 明治28 28 9

3 瀧豊吉 明治元年 明治14 13 明治27 26 13

4 伊関治三郎 明治12年 明治25 13 明治40 28 15

5 西村条次郎（30） 慶応3年 明治25 25 明治33 33 8

6 北川伊三郎 明治13年 明治26 13 明治41 28 15

7 田中三九郎 明治14年 明治27 13 明治42 28 15

8 馬場源十郎 明治16年 明治29 13 明治44 28 15

9 辻吉太郎 明治15年 明治27 12 明治44 29 17

10 清水太郎右衛門 明治16年 明治30 14 大正1 29 15

11 小川徳次郎 明治19年 明治32 13 大正4 29 16

12 森本善松 明治16年 明治35 19 明治44 28 9



店
が
大
阪
支
店
と
な
っ
た
同
九
年
、
同
店
の
支
配
人
を
任
さ
れ
た
。
大
正
十
年
、
伊

藤
長
兵
衛
商
店
と
伊
藤
忠
商
店
の
合
併
に
よ
る
丸
紅
商
店
創
立
の
際
に
は
、
本
店
の

営
業
副
部
長
、
兼
販
売
部
長
と
し
て
、
同
十
一
年
に
は
伊
藤
忠
商
店
の
有
川
茂
三
郎
、

階
間
勘
助
と
共
に
取
締
役
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
合
併
時
、
「
伊
藤
長
兵
衛
商
店
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

一
の
実
力
者
馬
場
支
配
人
の
合
併
積
極
論
が
推
進
力
と
な
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
」

と
あ
る
よ
う
に
、
馬
場
源
十
郎
は
、
伊
藤
忠
兵
衛
家
に
お
い
て
初
代
・
二
代
目
忠
兵

衛
を
支
え
た
古
川
鉄
次
郎
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
清
水
太
郎
右
衛
門
（
研
番
）
は
、
愛
知
川
郡
秦
川
村
字
目
方
の
出
身
。
明
治
十
六

年
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
年
本
家
か
ら
㊦
店
へ
出
勤
後
、
同
三
十
五
年
に
は
全
店
に

転
勤
す
る
。
別
家
は
大
正
元
年
で
、
別
家
料
一
五
〇
〇
円
を
受
け
取
っ
た
後
、
大
正

六
年
全
店
の
支
配
人
に
、
四
年
後
の
丸
紅
商
店
創
立
時
に
は
、
京
都
支
店
の
販
売
次

長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
丸
紅
商
店
株
式
会
社
の
主
要
人
事
は
、
大
半
が
伊
藤
忠
商
店
の
店
員
で
構
成
さ
れ

る
中
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
か
ら
は
馬
場
源
十
郎
と
清
水
太
郎
右
衛
門
の
二
名
だ
け
が

就
任
し
て
い
る
。
奉
公
人
と
し
て
㊦
店
に
入
り
、
別
家
後
、
合
併
後
の
丸
紅
商
店
で

も
引
き
続
き
勤
務
す
る
と
い
う
履
歴
は
、
奉
公
人
か
ら
店
員
へ
、
商
店
店
員
か
ら
重

役
へ
の
変
化
を
示
す
と
と
も
に
、
馬
場
源
十
郎
が
㊦
店
、
清
水
太
郎
右
衛
門
が
全
店

の
支
配
人
と
し
て
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
別
家
者
一
四
名
の
う
ち
入
店
・
別
家
年
次
が
明
ら
か
な
者
に
つ
い
て
、
入

店
・
別
家
時
の
年
齢
、
別
家
に
至
る
年
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
6
で
あ
る
。
伊
藤

長
兵
衛
商
店
の
場
合
、
別
家
年
齢
は
い
ず
れ
も
三
〇
歳
前
後
で
あ
る
が
、
西
村
太
右

衛
門
（
3
番
）
や
西
村
条
次
郎
（
3
6
番
）
、
森
本
善
松
な
ど
入
店
年
齢
が
高
い
者
を

の
ぞ
い
て
、
お
よ
そ
一
五
か
ら
一
七
年
程
で
別
家
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
一
〇
代
前

半
で
丁
稚
に
入
り
、
丁
稚
一
〇
年
、
手
代
一
〇
年
、
計
二
〇
年
で
番
頭
、
そ
の
後
別

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

家
を
許
さ
れ
る
一
般
的
な
丁
稚
制
度
の
点
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
別
家
に
至
る
期

間
が
幾
分
短
い
の
は
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
お
け
る
別
家
者
の
事
例
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
た
が
、
柳
葉

利
七
、
北
川
伊
三
郎
の
二
名
と
、
馬
場
源
十
郎
・
清
水
太
郎
右
衛
門
の
問
に
は
、
別

家
後
の
行
動
に
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
前
者
二
名
は
い
ず
れ
も
別
家
後
に
退
毒
し

独
自
の
店
を
開
い
て
い
る
が
、
馬
場
・
清
水
の
両
名
は
前
述
の
と
お
り
別
家
後
も
伊

藤
長
兵
衛
商
店
・
丸
紅
商
店
へ
と
勤
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
別

家
者
が
独
立
を
目
指
す
方
向
か
ら
、
重
役
店
員
へ
と
変
化
す
る
区
切
り
は
、
明
治
四

十
一
年
に
別
家
・
そ
の
後
独
立
し
た
北
川
伊
三
郎
と
、
明
治
四
十
四
年
に
別
家
・
継

続
勤
務
し
た
馬
場
源
十
郎
の
問
で
あ
る
。
ま
た
、
別
家
者
の
位
置
づ
け
が
変
化
す
る

諸
要
因
と
し
て
は
、
組
織
を
意
識
し
た
明
治
四
十
五
年
「
店
則
」
の
存
在
に
加
え
、

伊
藤
忠
商
店
と
の
関
連
、
時
代
の
風
潮
な
ど
も
伊
藤
長
兵
衛
商
店
や
そ
こ
に
勤
め
る

奉
公
人
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
第
三
節
　
奉
公
人
事
例
（
解
雇
）

　
商
家
奉
公
人
に
と
っ
て
の
目
標
は
別
家
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
そ
の
職

階
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
「
而
し
て
手
代
以
上
番
頭
に
至
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

て
は
（
中
略
）
十
中
の
七
八
は
悉
く
此
の
時
代
ま
で
に
淘
汰
せ
ら
る
・
を
脱
れ
ず
」
と

さ
れ
る
ほ
か
、
近
江
商
人
の
外
村
宇
兵
衛
家
で
も
、
安
政
三
年
か
ら
明
治
四
十
年
ま

で
同
家
に
勤
め
た
奉
公
人
二
六
〇
名
の
う
ち
、
一
二
七
名
（
約
四
八
％
）
は
解
雇
さ

　
　
　
（
3
3
）

れ
て
い
る
。
伊
藤
長
兵
衛
商
店
で
は
一
五
八
名
中
解
雇
者
は
五
七
名
（
三
六
％
）
。

解
雇
理
由
が
「
右
之
者
不
都
合
撫
付
解
雇
致
候
」
や
「
右
○
○
年
解
雇
相
済
」
と
い

っ
た
記
述
が
多
い
中
、
本
節
で
は
具
体
的
な
解
雇
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
解
雇
者
を

幾
人
か
取
り
上
げ
る
。

二



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
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①
放
蕩

　
解
雇
理
由
と
し
て
最
も
よ
く
出
て
く
る
項
目
で
あ
る
。
多
く
は
「
右
之
者
放
蕩
ノ

為
解
雇
ス
」
と
簡
易
な
記
述
で
終
わ
る
が
、
N
弥
十
郎
（
5
番
）
に
つ
い
て
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
【
史
料
四
】

　
　
右
弥
七
事
本
名
弥
十
郎
、
明
治
廿
一
年
二
月
ノ
頃
ヨ
リ
放
蕩
致
シ
、
然
ル
ニ
費

　
　
用
一
切
店
ヨ
リ
借
不
申
不
審
二
身
居
シ
処
、
量
計
ラ
ン
や
不
都
合
ナ
ル
処
為
、

　
　
則
チ
店
品
ヲ
右
計
算
ノ
金
高
持
出
シ
蔵
品
致
シ
居
、
全
年
九
月
二
発
顕
致
シ
実

　
　
二
悪
ム
ベ
キ
所
為
致
シ
、
甚
タ
不
都
合
ノ
至
り
ニ
御
座
候
、
依
テ
ム
⊥
廿
一
年
九

　
　
月
二
連
登
セ
実
家
へ
預
ケ
置
処
、
改
心
ノ
功
見
ヘ
ズ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
右
ノ
悪
為
ノ

　
　
廉
ヲ
以
テ
解
雇
十
一
月
二
丁
ス
者
也
、
依
テ
右
差
引
貸
越
金
ハ
実
父
伊
藤
徳
治

　
　
殿
ヨ
リ
受
取
ベ
キ
者
也

　
「
右
計
算
ノ
金
高
」
は
同
人
の
差
引
帳
の
う
ち
明
治
二
十
一
年
の
「
金
八
十
壱
円

三
十
銭
　
本
人
王
将
シ
店
品
持
出
シ
メ
元
価
二
見
テ
」
の
記
録
の
こ
と
で
あ
る
。
放

蕩
に
加
え
店
晶
の
持
ち
出
し
を
行
っ
た
N
弥
十
郎
は
、
発
覚
の
後
、
実
家
へ
預
け
ら

れ
る
も
の
の
改
心
し
な
か
っ
た
た
め
に
同
年
解
雇
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、

持
出
し
た
金
額
に
つ
い
て
は
店
が
預
か
っ
て
い
た
給
金
な
ど
を
差
し
引
い
て
も
三
八

円
八
六
銭
が
不
足
、
実
父
に
そ
の
請
求
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
②
拐
帯
逃
亡

　
商
家
奉
公
人
の
中
に
は
奉
公
先
か
ら
逃
亡
す
る
者
も
存
在
す
る
が
、
H
寿
一
（
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

番
）
の
場
合
は
逃
亡
時
に
多
額
の
金
を
店
か
ら
持
出
し
て
い
る
。

　
【
史
料
五
】

　
　
右
ハ
計
五
年
三
月
間
日
金
千
七
百
五
十
円
拐
帯
逃
亡
シ
タ
ル
処
、
三
月
十
八
日

　
　
東
京
ニ
テ
取
押
へ
、
持
壷
金
引
上
ケ
ノ
不
足
金
右
ノ
内
親
元
ヨ
リ
多
少
弁
済
、

二
二

　
　
同
日
解
雇
ス
、
残
り
衣
服
少
々
ア
リ

　
H
寿
一
は
こ
の
拐
帯
以
前
に
、
三
九
五
円
六
九
銭
と
四
〇
〇
円
近
い
額
を
店
か
ら

借
り
て
い
た
。
給
金
・
配
当
金
と
も
に
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
三
十
四
年
の
給
金
は

上
期
下
期
を
あ
わ
せ
て
…
○
○
円
、
配
当
金
四
〇
円
で
到
底
弁
済
が
か
な
う
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
拐
帯
逃
亡
の
十
日
後
、
東
京
で
つ
か
ま
っ
た
際
に
は
、
持
逃
げ
し
た

額
か
ら
六
一
〇
円
前
後
の
不
足
が
見
ら
れ
、
従
来
の
貸
越
金
を
加
え
た
総
額
一
〇
〇

六
円
〇
六
銭
六
厘
が
「
貸
し
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
明
治
三
十
五
年
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ろ
は
、
公
務
員
の
初
任
給
が
三
五
円
の
時
代
で
あ
り
、
H
寿
一
が
持
出
し
た
額
が
い

か
に
大
金
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
③
病
気
・
死
亡
・
不
見
込

　
こ
れ
ま
で
の
解
雇
は
放
蕩
や
拐
帯
、
詐
取
な
ど
、
店
に
損
害
を
与
え
た
た
め
の
措

置
で
あ
る
が
、
商
店
業
務
の
継
続
が
無
理
な
た
め
に
店
を
退
い
た
者
も
存
在
す
る
。

　
T
甚
三
郎
（
6
番
）
は
、
明
治
十
二
年
ご
ろ
入
店
。
㊦
店
の
支
配
人
や
明
治
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

年
の
㊥
京
王
の
・
漏
話
を
任
さ
れ
「
本
人
は
有
為
の
材
」
と
「
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
」
に

書
か
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
思
惟
二
月
ヨ
リ
病
気
立
処
、
廿
年
十
月
十

四
日
単
二
死
亡
些
事
」
と
な
り
、
死
亡
贈
与
金
と
し
て
三
〇
〇
円
が
父
親
長
五
郎
へ

送
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
O
鶴
吉
（
3
6
番
）
の
場
合
、
「
廿
七
年
四
月
通
、
右
実
家
ノ
都
合
ニ
テ
解

雇
」
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
六
月
の
記
録
に
は
そ
れ
ま
で
の
預
金
三
〇
円
が
全
額
実

家
へ
送
ら
れ
て
い
る
。
肥
前
（
現
・
長
崎
県
）
の
X
光
次
郎
（
1
8
番
）
も
「
明
治
二

十
三
年
ヨ
リ
病
気
二
付
解
雇
仕
候
也
」
と
解
雇
さ
れ
た
後
、
明
治
二
四
年
八
月
に
預

け
金
四
円
が
実
家
へ
送
ら
れ
て
い
る
。

　
S
伊
三
郎
（
1
0
番
）
に
つ
い
て
は
「
右
巻
伊
三
郎
事
、
商
業
上
一
向
短
才
ニ
テ
用

達
不
申
行
先
不
見
込
故
、
明
治
廿
一
年
七
月
二
解
雇
ス
」
と
さ
れ
、
解
雇
理
由
は



「
不
見
込
」
で
あ
る
。
能
力
主
義
の
濃
い
近
江
商
人
は
、
奉
公
人
の
人
物
評
価
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

て
「
間
に
合
う
」
「
間
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
基
準
を
持
っ
て
い
た
。
伊
藤
長
兵
衛

商
店
に
お
い
て
も
「
不
見
込
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
商
才
の
有
無
が
評
価
さ
れ
る

点
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
解
雇
さ
れ
た
S
伊
三
郎
に
は
「
右
配
当
金
七
円
明
治

廿
一
年
七
月
解
雇
之
節
　
特
別
ヲ
以
テ
条
令
外
二
譲
渡
ス
」
と
し
て
、
他
の
退
店
者

と
同
様
に
金
銭
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
不
祥
事
を
起
こ
し
た
奉
公
人
に
対
し
、
そ
の
解
雇
時
に
金
銭
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
が
、
S
伊
三
郎
の
よ
う
に
当
人
が
不
見
込
の
解
雇
で
あ
っ
て
も
「
特
別
」

に
金
銭
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
店
則
の
よ
う
に
解
雇
時
の
金
銭
授
与
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
規
則
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
差
引
帳
の
S
駒
次
郎
（
1
3
番
）
の
記
述
に
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
「
明
治
二
十
三
年
解
雇
ス
、
五
ヵ
年
未
済
二
審
配
当
金
没
収

ス
ベ
キ
処
、
特
別
ヲ
以
テ
右
金
八
円
相
渡
ス
」
。
次
に
、
N
信
吉
（
8
番
）
の
場
合

は
「
明
治
廿
三
年
九
月
逃
亡
致
シ
暇
相
致
シ
候
、
依
テ
規
則
二
面
シ
五
ヵ
年
未
満
二

付
、
右
配
当
金
没
収
ス
」
と
さ
れ
、
「
五
ヵ
年
」
と
い
う
区
切
り
が
共
通
し
て
い
る
。

N
信
吉
に
つ
い
て
は
「
規
則
二
照
シ
」
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二

十
年
の
段
階
に
は
「
五
ヵ
年
以
内
の
解
雇
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
積
立
金
を
支
給

し
な
い
」
と
い
う
規
則
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
解
雇
者
五
四

名
店
三
一
名
に
つ
い
て
は
解
雇
時
の
金
銭
授
与
の
記
録
が
あ
る
。

　
解
雇
に
際
し
特
別
に
金
銭
や
そ
れ
ま
で
の
積
立
金
を
支
給
し
た
の
は
、
経
営
者
か

ら
店
を
退
く
奉
公
人
に
対
し
て
の
温
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
行
動
は

伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
限
ら
ず
、
大
阪
鴻
池
家
に
お
い
て
奉
公
人
が
「
暇
遣
」
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

場
合
に
い
く
ら
か
の
退
職
金
を
加
給
さ
れ
退
職
し
た
と
あ
る
。
伊
藤
長
兵
衛
家
の
場

合
、
解
雇
者
五
四
名
中
二
八
名
に
つ
い
て
は
金
銭
を
解
雇
時
に
受
け
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
特
に
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
五
年
前
後
に
か
け
て
の
特
に
理
由
の
な
い
解

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

雇
者
が
多
い
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
差
引
帳
で
は
な
い
が
、
大
正
五
年
に
解
雇
さ
れ
た
N
銀
次
郎
（
7
2
番
）
、

Y
平
太
郎
（
7
1
番
）
、
H
多
助
（
9
9
番
）
に
対
し
て
は
解
雇
理
由
が
放
蕩
で
あ
っ
て

も
退
申
出
に
五
〇
〇
円
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
五
年
の
「
店
則
」
第
十
四

章
退
身
の
段
に
は
、
「
第
八
拾
弐
条
　
書
記
・
雑
務
ノ
者
勤
続
十
ヵ
年
以
上
ニ
シ
テ

退
店
シ
タ
ル
ト
キ
、
功
労
ア
ル
モ
ノ
ハ
第
五
拾
参
条
ニ
ョ
リ
恩
賞
慰
労
金
ヲ
贈
与
ス
」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
で
あ
れ
ば
放
蕩
な
ど
は
解
雇
時
に
何
も
与
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
点
と
比
較
す
る
と
、
明
治
末
期
の
店
則
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
温
情
で
与
え

ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
長
年
勤
続
者
に
対
す
る
恩
賞
、
退
職
金
の
体
裁
へ
と
変
化
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
以
上
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
解
雇
者
事
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
第
一
に
H
寿
一

の
持
ち
逃
げ
な
ど
、
入
店
数
年
後
の
奉
公
人
が
不
都
合
を
起
こ
せ
る
状
況
、
奉
公
人

や
店
の
危
機
管
理
体
制
の
未
熟
さ
が
あ
る
。
第
二
に
、
明
治
二
十
年
ご
ろ
に
は
「
五

ヵ
年
」
未
満
の
奉
公
人
の
解
雇
時
に
は
金
銭
を
支
給
し
な
い
と
す
る
規
則
の
存
在
が

う
か
が
え
る
。
規
則
で
は
あ
る
も
の
の
特
別
に
支
給
さ
れ
る
者
は
お
り
、
特
に
明
治

二
十
年
か
ら
三
十
五
年
前
後
に
か
け
て
は
解
雇
者
の
多
く
が
金
銭
を
渡
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
正
期
に
は
解
雇
理
由
が
以
前
の
「
不
都
合
」
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
一
律
五
〇
〇
円
を
渡
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
明
治
末
の
店
則
変
化
に
よ
り
退

職
金
の
よ
う
な
体
裁
を
と
り
始
め
て
い
る
こ
と
が
第
三
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
あ
り
方
は
、
懲
戒
制
度
が
な
く
、
温

情
主
義
的
な
関
係
が
続
い
て
お
り
、
明
治
期
に
お
い
て
も
家
族
主
義
的
な
関
係
が
維

持
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

二
三



滋
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む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
伊
藤
長
兵
衛
家
・
伊
藤
長
兵
衛
商
店
を
対
象
と
し
、
奉
公
人
を
取
り
巻
く

制
度
変
化
の
分
析
や
、
別
家
や
解
雇
者
と
い
っ
た
奉
公
人
事
例
を
取
り
上
げ
た
。

　
第
一
章
の
制
度
変
化
で
は
、
店
則
で
は
明
治
十
三
年
「
博
多
支
店
規
則
」
や
三
十

七
年
間
落
話
会
規
定
」
に
は
支
配
入
や
副
支
配
人
と
い
っ
た
丁
稚
制
度
の
職
階
が
依

然
と
し
て
存
在
し
た
の
に
対
し
、
明
治
四
十
五
年
「
店
則
」
で
主
任
、
書
記
、
小
役

に
加
え
、
等
級
制
度
な
ど
組
織
と
し
て
の
新
し
い
制
度
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
安

政
五
年
か
ら
続
く
棚
卸
帳
に
お
い
て
も
、
明
治
十
九
年
に
発
生
し
た
利
益
計
算
は
そ

の
項
目
や
割
合
を
経
営
者
に
よ
っ
て
変
化
し
つ
つ
、
四
十
五
年
「
店
則
」
の
利
益
分

配
へ
と
つ
な
が
り
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
章
で
と
り
あ
げ
た
別
家
・
解
雇
事
例
で
は
、
従
来
の
独
立
別
家
か
ら

馬
場
源
十
郎
や
清
水
太
郎
右
衛
門
の
よ
う
に
組
織
内
の
重
役
へ
と
別
家
者
の
位
置
づ

け
に
変
化
が
起
こ
っ
た
の
に
加
え
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
別
家
に
至
る
年
数
の
短
さ

が
特
徴
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
解
雇
者
に
つ
い
て
も
、
明
治
一
同
商
店
に
お
い
て
は

奉
公
人
の
持
ち
逃
げ
が
あ
る
も
の
の
、
解
雇
者
へ
の
金
銭
支
給
も
み
ら
れ
る
。
こ
の

金
銭
授
与
も
明
治
末
期
に
は
好
事
に
際
し
て
の
慰
労
金
・
退
職
金
へ
と
変
化
し
た
こ

と
が
明
治
四
十
五
年
「
店
則
」
の
条
文
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
伊
藤
長
兵
衛
商
店
は
、
多
角
的
な
経
営
を
行
っ
た
伊
藤
忠
兵
衛
商
店
に

対
し
小
規
模
経
営
を
行
う
個
入
商
家
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
商
店

内
部
で
は
制
度
や
利
益
処
分
法
に
み
る
よ
う
に
、
柔
軟
な
変
化
を
行
っ
て
い
た
ほ
か
、

奉
公
人
に
対
し
て
も
別
家
と
な
る
期
間
の
短
さ
や
解
雇
時
の
金
銭
支
給
な
ど
同
商
店

の
特
徴
が
事
例
か
ら
判
明
し
た
。
現
段
階
に
お
い
て
個
入
商
店
か
ら
組
織
を
意
識
し

た
明
確
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
明
治
四
十
五
年
「
店
則
」
と
な
っ
て
お
り
、
伊
藤

二
四

長
兵
衛
商
店
に
お
い
て
大
き
な
区
切
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
諸
変
化
に
は
、

伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
先
駆
け
て
近
代
組
織
へ
と
展
開
し
た
伊
藤
忠
兵
衛
商
店
の
存
在

が
多
々
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
主
と
し
て
㊦
店
、
全
店
を
取
り
上
げ
た
が
、
伊
藤
長
兵
衛
商
店
に
つ
い

て
は
、
経
営
面
の
分
析
と
と
も
に
大
正
十
年
の
合
併
に
よ
り
創
業
し
た
丸
紅
商
店
を

視
野
に
入
れ
た
研
究
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
伊
藤
忠
兵
衛
家
や
伊
藤
忠
商
店
の

比
較
分
析
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。

注
（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

上
村
雅
洋
「
近
江
商
人
の
近
代
化
」
（
『
近
江
日
野
商
人
の
経
営
史
的
研
究
』
（
科

学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
）
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
十
五
年
度
～

十
七
年
度
）
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
。

近
代
期
奉
公
人
事
例
研
究
と
し
て
は
、
正
野
玄
三
家
に
お
け
る
雇
用
形
態
の
変

化
を
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
分
析
し
た
「
近
代
に
お
け
る
日
野
商
人
正
野

家
の
雇
用
形
態
」
（
上
村
雅
洋
、
『
近
江
日
野
商
人
の
経
営
史
的
研
究
』
（
同
右
）

が
あ
る
。

伊
藤
家
に
関
す
る
文
献
は
「
伊
藤
長
兵
衛
商
店
小
史
」
（
『
丸
紅
前
史
』
所
収
、
丸

紅
株
式
会
社
、
一
九
七
七
年
）
、
『
丸
紅
商
店
之
沿
革
』
（
株
式
会
社
丸
紅
商
店
本

社
、
一
九
三
一
年
）
、
『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』
（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
社
史

編
集
室
編
集
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
、
一
九
六
三
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
「
地

方
商
工
業
者
に
関
す
る
］
考
察
－
明
治
期
の
博
多
に
お
け
る
呉
服
太
物
商
を
中

心
に
一
」
（
合
力
理
可
夫
『
第
一
経
大
論
集
』
第
三
二
巻
第
三
号
、
第
一
経
済
大

学
経
済
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
、
明
治
二
十
五
年
福
岡
市
呉
服
太
物
商

の
一
覧
（
同
一
〇
頁
）
に
「
伊
藤
長
兵
衛
　
博
多
掛
町
　
江
州
支
店
」
と
あ
る

ほ
か
、
安
定
し
た
経
営
を
行
う
商
家
と
し
て
伊
藤
長
兵
衛
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
使
用
し
た
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
は
、
現
在
史
料
整
理
・
目
録
作
成
中
で
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あ
る
た
め
、
史
料
紹
介
な
ら
び
に
引
用
に
は
目
録
番
号
を
付
さ
ず
史
料
名
の
み

を
用
い
た
。

安
政
五
年
が
伊
藤
忠
商
店
の
創
業
年
次
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、

「
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
創
業
期
に
お
け
る
商
家
活
動
の
一
跡
」
（
宇
佐
美
英
機
『
同

志
社
商
学
』
第
五
六
巻
五
・
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）
が
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
を

用
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

注
3
の
文
献
に
お
い
て
、
七
代
目
長
兵
衛
は
明
治
十
六
年
に
犬
上
郡
河
瀬
村
犬

方
（
現
、
彦
根
市
犬
方
）
の
若
林
又
三
郎
家
よ
り
養
子
に
入
り
、
同
二
十
六
年

に
相
続
し
た
長
次
郎
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
に
は
明

治
十
一
年
二
月
十
六
日
目
家
督
相
続
之
直
付
御
願
書
」
に
六
代
目
か
ら
実
子
栄

次
郎
へ
の
相
続
を
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
「
改
名
御
願
（
隠
居
二
付
）
」

で
は
再
び
父
親
で
あ
る
六
代
目
へ
の
相
続
を
示
す
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

七
代
目
は
伊
藤
栄
次
郎
、
六
代
目
長
兵
衛
が
八
代
目
を
兼
ね
、
従
来
七
代
目
と

さ
れ
て
き
た
若
林
長
次
郎
が
実
際
は
九
代
目
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た

め
、
本
稿
で
は
九
代
目
と
す
る
。

伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
に
お
け
る
棚
卸
帳
に
は
、
「
重
暦
棚
卸
帳
」
（
明
治
五
年
～
）
、

「
棚
卸
本
馬
」
（
明
治
十
三
年
～
）
、
「
㊦
棚
卸
帳
」
（
明
治
二
十
年
～
）
の
三
冊
が

あ
る
。
『
丸
紅
商
店
之
沿
革
』
三
四
頁
。

明
治
十
三
年
「
博
多
支
店
規
則
」
は
「
伊
藤
長
兵
衛
商
店
博
多
支
店
規
則
」
（
宇

佐
美
英
機
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
三
七
号
、
二

〇
〇
四
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年
「
覚
書
」
は
、
注
1
2
の
「
道
話
会
規
定
・
中
年
丁
稚
仕
着
規
則

書
綴
」
内
の
一
史
料
で
あ
り
、
「
史
料
紹
介
伊
藤
長
兵
衛
商
店
店
則
」
（
宇
佐

美
英
機
、
同
右
第
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
五
年
の
店
則
は
「
店
則
（
㊦
店
）
」
と
「
店
則
（
京
店
）
」
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
「
史
料
紹
介
伊
藤
長
兵
衛
家
商
店
店
則
」
（
同
右
）
に
翻
刻
・
所
収
さ

れ
て
い
る
。

以
降
「
商
話
会
規
定
」
と
略
記
す
る
。
翻
刻
は
「
史
料
紹
介
　
伊
藤
長
兵
衛
商

伊
藤
長
兵
衛
商
店
の
奉
公
人

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

　　　　1716　19
）

　18

）

（
2
0
）

（
2
1
）

店
店
則
」
（
同
右
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
店
名
表
記
は
な
い
が
、
末
尾
に
付
さ

れ
た
「
得
意
先
受
持
区
域
」
に
肥
後
、
筑
後
、
島
原
、
肥
後
、
対
馬
の
地
名
な

ど
か
ら
、
博
多
㊦
店
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
訓
諭
　
五
則
」
は
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
（
『
丸
紅
商
店
之

沿
革
』
、
二
二
頁
）
。

「
資
本
計
算
的
成
果
計
算
」
は
現
在
の
貸
借
対
照
表
に
相
当
し
、
損
益
計
算
書

に
あ
た
る
も
の
は
「
損
益
計
算
的
成
果
計
算
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
小
倉
榮
一

郎
『
近
江
商
人
の
経
営
』
七
二
…
七
四
頁
、
サ
ン
プ
ラ
イ
ト
出
版
、
一
九
八
八

年
）
。「
創
業
カ
ラ
明
治
末
マ
デ
ノ
店
員
数
推
移
」
（
『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』
、
三
五

頁
）
を
参
照
。
ま
た
、
同
年
の
採
用
人
数
は
二
二
名
、
翌
年
か
ら
は
毎
年
三
〇

名
以
上
の
採
用
が
続
い
て
い
る
。

『
丸
紅
前
史
』
二
〇
一
頁
。

等
級
制
度
以
外
に
も
類
似
は
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
明
治
十
三
年
「
博
多
支
店
規

則
」
に
お
い
て
「
現
金
札
付
ニ
テ
呉
服
卸
商
施
行
致
候
」
の
記
述
か
ら
①
店
が

「
現
金
札
付
」
で
商
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
が
、
伊
藤
忠
兵
衛
商

店
で
も
明
治
十
二
年
、
掛
売
り
か
ら
現
金
主
義
に
改
め
た
と
社
史
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。

伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
、
「
棚
卸
本
帳
」
。

『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』
＝
頁
。
こ
の
ほ
か
、
伊
藤
忠
商
店
の
三
ツ
割
を

対
象
と
し
た
文
献
に
「
伊
藤
（
忠
）
商
店
に
お
け
る
財
務
管
理
方
式
1
「
三
ツ

割
」
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
一
」
（
高
橋
久
一
『
経
済
経
営
研
究
年
報
』
第
二
五

号
（
1
）
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
、
一
九
七
五
年
）
や
「
伊
藤
忠
兵
衛
本

部
の
店
則
1
「
三
ツ
割
」
制
度
の
史
的
考
察
1
」
（
高
橋
久
一
、
同
右
第
二
六
号

（
H
）
、
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。

伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
、
「
㊦
棚
卸
帳
」
。
「
損
益
計
算
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
資

本
計
算
的
成
果
計
算
で
行
わ
れ
た
棚
卸
帳
と
金
額
が
必
ず
し
も
対
応
し
て
お
ら

ず
、
洋
式
簿
記
に
お
い
て
貸
借
対
照
表
と
対
に
な
る
損
益
計
算
書
で
は
な
い
。

㊦
警
世
反
方
の
損
害
が
発
生
し
た
明
治
二
十
五
年
以
降
は
、
損
失
回
復
期
問
で

二
五
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滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
四
十
号

あ
り
、
利
益
配
分
の
割
合
に
影
響
す
る
た
め
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
二
十
四
年

の
間
の
値
を
用
い
て
平
均
と
し
た
。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
内
容
は
奉
公
人
の
名
簿
で
あ
る
が
、
表
紙
・
裏
表
紙

と
も
に
題
に
相
当
す
る
記
述
が
一
切
な
い
た
め
、
仮
題
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
を

記
す
。

項
目
数
の
多
い
「
〔
雇
用
人
履
歴
簿
〕
」
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
す
べ
て
の
項
目

が
埋
ま
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
体
格
や
紹
介
人
欄
に
は
特
に
空
白
が
目
立
つ

傾
向
に
あ
る
。

末
永
國
紀
『
近
江
商
人
』
四
八
頁
、
中
公
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
。

別
表
B
で
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
に
入
れ
、
別
家
に
な
っ
た
者
を

除
き
、
苗
字
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
た
。

渡
辺
為
吉
（
1
2
番
）
。
生
年
不
明
。
明
治
三
十
六
年
に
別
家
、
三
十
七
年
「
商
話

会
規
定
」
で
は
支
配
人
兼
仕
入
方
を
担
当
。
明
治
四
十
年
に
退
黄
後
は
、
韓
国

全
羅
北
道
参
礼
に
お
い
て
伊
藤
農
場
の
経
営
に
携
わ
り
、
同
四
十
四
年
目
は
郡

山
に
て
呉
服
小
売
商
を
行
っ
て
い
る
。

『
丸
紅
前
史
』
五
七
頁
。

馬
場
源
十
郎
、
清
水
太
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
差
引
帳
の
記
述
は
な
く
、
す

べ
て
奉
公
人
名
簿
か
ら
の
情
報
で
あ
る
。

森
本
善
松
（
1
0
7
番
）
。
明
治
十
六
年
生
ま
れ
、
明
治
三
十
五
年
入
店
。
同
三

十
七
年
㊦
店
「
商
話
会
規
定
」
の
店
員
名
簿
で
は
同
年
丁
稚
か
ら
中
年
へ
昇
格

す
る
と
共
に
、
売
方
の
担
当
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
別
家
。

史
料
に
お
い
て
「
条
」
は
「
粂
」
と
読
め
な
く
な
い
が
、
判
読
が
難
し
く
「
条

次
郎
」
と
す
る
。

『
丸
紅
前
史
』
七
二
頁
。

丸
山
侃
堂
、
今
村
南
史
共
著
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』
、
政
教
社
、
｝
九
「
二
年
、

八
四
頁
。

上
村
雅
洋
「
近
江
商
人
外
村
宇
兵
衛
家
の
雇
用
形
態
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附

属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
二
三
号
、
一
九
八
九
年
）
、
一
〇
五
頁
に
あ
る
二
六

〇
名
の
奉
公
人
一
覧
表
よ
り
「
解
雇
」
「
永
暇
」
「
不
将
」
「
家
出
」
と
い
っ
た
不
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二
六

都
合
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
奉
公
人
だ
け
を
抜
き
出
し
た
人
数
で
あ
る
。

伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
、
「
店
手
代
貸
預
金
差
引
帳
」
（
明
治
二
十
年
～
）
。

伊
藤
長
兵
衛
家
文
書
、
「
店
員
貸
預
差
引
帳
」
（
明
治
二
十
六
年
～
）
。

村
石
利
夫
編
『
お
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一
九
八
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二
〇
九
頁
。
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入
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五
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岡
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享
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格
i
鴻
池
家
の
場
合
一
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阪
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世
大
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業
史
・
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的
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三
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堂
出
版
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六
九
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［
付
記
］
本
稿
は
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N
P
O
法
人
た
ね
や
近
江
文
庫
」
と
の
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成
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八
年
度
共
同
研
究
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近

　
江
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営
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動
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で
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る
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ま
た
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成
十
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学
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た
修
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「
『
伊
藤
長
兵
衛
商

　
店
』
の
経
営
分
析
」
の
↓
部
を
も
と
に
し
て
い
る
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